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F －15　SIS -  T    E    M    I を 用 い た 家 庭 科 の 教 授 ・ 学 習 過 程 の 分 析 評 価 計 画

岐 阜 大 教 育　 中 野 刀 子　 後 藤 忠 彦　 ○ 岐 阜 長 良 東 小　 武 藤 恵 津 子　 岐 阜 大

教 育 附 小　 小 島 ト ミ

目的　 家 庭 科 教 育 に お け る 教 授 学 習 盾 導 を 設 計 す る た め に は 、 現 在 に お け る 学 習 状 態 を

総 合 的 に 把 握 し 、 そ の 分 析 結 果 を 用 い た教 授 計 画 ■教 授 内 容 お よ び 方 法 の改 善 を 行 な わ な

け れ ば な ら ない 。 と こ ろ が 、 局 部的 な 調 査 ・ 分 析 研 究 は な さ れ てい る が 、 家 庭 科 教 育 に か

か わ る諸 要 因 を組 織的 に 計 測 評 価 し 、 そ の 結 果 を 用 い た学 習 指 導 設 計 が な さ れ てい な い 。

こ の た め　 学 内 、 外 の 協力 で 研 究 プ ロ ジ ェ クト を 組 織 し 、 研 究 を行 っ た の で 報 告 す る 。

方 法　 家 庭 科 教 育 に 対 する 総 合 的 ・ 組 織的 な 研 究 を す る た め に 、 各 専 門 分 野 の 研 究 者 ・

実 践 者が プ ロ ジェ クト を 組 職 し 、/X の よ うな 方 法で 行 な う 。

（a）　 調 査 評 価 項 目 の 検 討 お よ び 学 習 指 導 設計 の た め の 基 礎 調 査

（b）　 教 授 ・ 学 習 過 程 の デ ー タ に 検 討 さ れ た 調査　 評 価 項 目 お よび 基 礎 資 料 を 利 用 し 分 析

す る 。

(0）　 学 習 過程 の 分 析 結 果 を 用 い て 学 習 設計 を 構 成 ・ 実施 し 、 そ の 分 析 評 価 を 行 な う 。

（1）　 学 習 指 導 設 計の 評 価 結 果 を 用 い て　、家 庭 科 教 育 の シ ステ ム 構 成 （ 総 合 的 な カ リ キ ユ

ラ ム） お よ び そ の ア シ ス メ ン ト を 行 な う 。

結 果　 デ ー タ の 菅 理 解 析 処 理 の 溝 成 ： こ れ ら の研 究 目 的 を達 成 す る た め 、 今 回　 岐 阜 大

学 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 セ ン タ ー の教 授 学 習 デ ー タ管 理 シ ス テ ム Ｓ 工 Ｓ 一T     E    M　Ⅲ に 、 学

習 内 容 （技 術 を 含 む） 意 識 調 査 ・ 家 庭 環 境 そ の 他 家 庭 教 育 に 関 連 す る 項 目 を 全 て デ ー タ化

し 記 録 す る フ ァ イ ル を 作 成 し た 。　そ の 結 果 、 前 記(a）～（i） に 関 す る デ ー タ解 析お よ び 評 価

処 理 が可 能 と な り 、 昭 和s  3 年 度 の 試 行 を も と に 本 年 よ り 一 連 の 研 究 を 始 め た ○　’

F －16　 Ｓ ｌ Ｓ ` T     E    M   I を 用 い た 家 庭 科 の 教 授 ・ 学 習 過 程 の 調 査 項 目 の 検 討

岐 阜 大 学 教 育　 中 野 刀 子　 後 藤 忠 彦　 岐 阜 大 教 育 附 小　 ○ 小S,    ト ミ

岐 阜長 良 東 小　 武 藤 恵 津 子

目 的　 教 授 学 習 過程 を 分 析 し 、 つ い で 問 、題 点 を 明 ら か に す る と き 、 そ の 調 査 項 目 の 適 否

が 閣 わ れ る 。 も し 調 査 項 目 に 妥 当 性 の な い 項 目 が あ れ ば 、 研 究 上の 問 題 の み で な く 不 必 要

な 調 査 を 各 字 習 者 に 課 す る こ と に な る 。 ま た 、 家 庭 科 教 育 に お い て 調 査 項 目 の 研 究 か 少 な

くヽ 今 後 、 児 童・ 生 徒 の 実態 の 卜iz. 喊 授 ・ 学 習 過程 を 明 ら か に し 、 学 習 カ リ キ ュ ラ ム 構 成

の 基 礎 と す る と き 、 第 ／に 評*  噴 目 の 検 討 を 行 な う必 要 が あ る 。

方 法　 昭 和5    3 年 度 に 実 施し た　 各種 調査 項 目　ト意 識 調 査 ’技 術 調 査 な ど 家 庭 科 教 育 全

域 に 渡 る ） の反 応 デ ー タ を も とに し て　 岐 阜 大 学 カ リ キ ュ ラム 開 発 研 究 セ ン タ ーSIS 一

T     E    M　Ⅲを 用 い て 解 析 処 理 を 行 な っ た 。　こ こ で 用い た 解 析 処 理 は 、 カ。テ ゴ リ 一 分 祈 ク ロ ス

因 子 分析X2 検 定 な ど に よ り 、 各 項 目 の特 性 お よ び 項 目 相 互 の 関 係 を 検 討 し た。

結 果　 最 初 に 設 定し た 評 価 項 目 に 対 し 、 不 必 要 ま た 妥当 性 のな い 項 目 が 明 ら か に な り 、

今 後 の 家 庭 科 の 調 査 項 目 資 料 が 得 ら れ た 。




